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１． 本課題の研究の背景、目的、関係するプロジェク

トとの関係 

共同研究として行っている、“タンパク質アセチ

ル化の網羅的解析”の課題である、アセチローム

について解析を行った。質量分析から得られた網

羅的データなどを使って、それらをネットワーク

として理解し、また、個々のメカニズムについて

解明するために、計算科学的手法を用いて解析を

行う。また、もう一つの共同研究である“SSA に

よる RNA のスプライシング阻害”に関する課題に

ついても同様に網羅的解析を行っている。 

２． 具体的な利用内容、計算方法 

アセチロームに関しては、質量分析から得られた

データを基に、新規のアセチル化リジンサイトを

同定した。RNA に関しては、次世代シーケンサー

で得られた deep sequence データから、薬剤によ

るスプライシング阻害や、その他の変化や特徴を

網羅的に解析した。その解釈について現在計算を

行っている。 

３． 結果 

アセチロームに関しては、メチル化のダブルノッ

クアウトによるアセチル化リジンサイトの変化

について同定することができた。RNA に関しては、

網羅的解析から、特徴量を定量化し、SSA による

スプライシング阻害以外の薬剤効果の特性を見

出すことができた。 

４． まとめ 

アセチロームに関しては、がんに関って変化する

ものについて同定できるよう解析を行う。RNA に

関しては、特に small RNA に関しては異なる特徴

があるので、それを解析する。 

５． 今後の計画・展望 

今後さらにがんに関わるアセチル化について解

明できるよう、ネットワーク解析等を行う。特定

のネットワークやパスウェイの解明を行う予定

があるので、引き続き計算を行う。 

６． RICC の継続利用を希望の場合は、これまで利用

した状況（どの程度研究が進んだか、研究におい

てどこまで計算出来て、何が出来ていないか）や、

継続して利用する際に行う具体的な内容 

今後は、得られた実験結果から、メカニズムの解

明等を試みる。 

７． 利用研究成果が無かった場合の理由 

現在執筆中である。 

 


